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1.は じ め に
経済 と教育 の関係 は教育社会学 の大 きなテー マのひとっであ る。1970年 以降、経済の グロー
バ ル化が急速 に進み、 サー ビス産業 の拡大、 フォーディス ト体制か らポス ト ・フォーデ ィス ト
体制へ の移行 が進んで いる。第2部 には、 この ような経 済状況の変化 と教育 との関係 にっ いて
論 じた7本 の詮 文が収録 され ている。 また、第2部 には、大 き く分け ると二っ のテーマが含 ま
れ ている。 ひ とつ は、 グローバル化の帰結 とそれが教育 に与えた影響 で あ り、 もう一つ は、教
育 と経済 に関 す る議論 の主流 と されて きた人的資本論に対す る批判 であ る。 そ こで、 それぞれ
の議論 にっ いて まとめたのち、教育 と経済 を結 びつ ける職業教育重視主義 とその要素 であるス
キ ルとい う概念 につ いて検討 を行 っているBlackmoreの 議論 を取 り上 げる。
1.1,経 済 のグo一 バ ル化 と国家の枠組み 一ReichとBrown&Lauderの 議論
輸送 コス トの低下や技術革新 によ り、 それ以前 は国内企業で あった企業 が多国籍化 し、 その
ため、以前 に は先進国 の国 内で行われていた標準的な製品 の大量生産 は、労働 コス トが安 い発
展途上国へ移 され ることにな った。多国籍企業 は、様々 な国で設備投資 を行 い、労 働者 を雇 っ
て生産 を行 うことが可能 にな った。 このよ うな経済のグ ローバル化 の中で、先進 国がその経済
的 な成功 を維持 す るためには、新興国 と同 じ程度 まで労働 コス トを下 げるか、様 々な付加価値
をっ けた製 品や サー ビスを提 供す ることで、市場 のハイェ ン ドで利益 を確 保す ることが必要 と
な る。経済 の グローバ ル化 に伴 って、労働者 に必要 とされる資質 も変化 す る。 すなわち、経済
の グローバル化 は労働者 に も大 きな影響 を与え るのであ る。Reichは 、1970年 以 降 の ア メ リカ
における収入格 差 の拡大 を、経 済の グローバル化の帰結 としてみてい る。 彼 は、労 働者 はルー
テ ィン労働者、 対人 サー ビス業者 、 シンボ リック ・アナ リス トとい う3っ の タイプに分類する。
特 に中心 に据 えて論 じてい るの は、具体的に はデザイン ・企 画 ・コンサル テ ィング業 といった
職 業 などの シンボ リック 。アナ リス トにっいてである。 それぞれの職業 カテ ゴ リーにとって、
経済 のグ ローバ ル化 の影響 は全 く異な ってい る。 シンボ リック ・アナ リス トの場合 には、グロー
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収入の格差が生 じたと説明する。彼はこのような趨勢をグローバル化の唯一の帰結 と考え、 も
はや国家という枠組みが有効性を持たな くなったと論 じている。 しか し、この論文では、教育
については論 じられていない。













ズムの主要に対 して、不平等の問題は 「位置的」な側面を持 ち、単純に教育達成が平等達成に
はっながらないことなどを指摘 し、共感を示 しつつも批判を行 っている。AshtonとSungが 示
しているシンガポールの事例は、BrownとLauderの 言 うポス ト・フォーデ ィズムに近 いと考
えることが出来る。 シンガポールでは、国家が戦略的に特定の産業に投資を行い、さらに教育
政策を通 じて、それらの産業のニーズに応 じた人材の育成を行 っている。東南アジア諸国の経
済状況は、 この論文が書かれたときには非常に良い状況であったが、現在 は、非常に困難な状
況に陥 っている。 このことは、BrownとLauderが 主張するように、経済的な成功 をもた らす
者は教育ではなく、その国の経済的成功は世界経済における力関係によって決まるという指摘
に合致すると言えよう。彼等の議論は、グローバル化は国家の枠組みを無効にしていくという



































練を通 じて獲得 されるたあ、技術の進歩が、高学歴化を導 くことになる。教育や訓練を通 じて





容 も、時代や場所によって多岐にわたっている。Blackmoreは 、我々が 「スキル」であるとし




























面した経済危機とそれに伴 う失業の増大、そしてポス ト・フォーデ ィス ト体制への移行がある。





行 うものであった。 しか し、これ らの職業教育は、職業特殊な訓練を行 うにもかかわ らず、女
性を良い秘書へと社会化するものであり、技術よりも社会的なスキルと女性性を獲得させるも
のであったことが指摘されている。


















また、ポス ト・フォーディス ト経済への移行は、労働者に求められるスキルの内容を変化 さ








がジェンダーにもとついて構築 されていること自体は変化 していないことを指摘 している。ス
キルの意味の変化は労働過程における関係を変えたが、権力関係をも変化させたわけではなかっ
たとしている。









ことは、教育にとってどのような意味を持つ の化について論 じている。 まず、獲得されるスキ
ルが将来 どのような仕事にも結 びつくとされるため、スキルを修得す ることが生産的な労働 と
見なされるようになる。そのため、労働は学習とみなされ、学習 は労働であると見なされるよ
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うになるのである。また、教育は社会的にも利益とされるため、個人 と社会の両方に利益をも












ことが認識されていないと指摘 している。 また、女性が科学 ・技術的なスキルへのアクセスす








化 してきてはいないことをBlackmoreは 指摘 している。その上で教育 と経済の機能主義的な結
びつ きを支えているのものとして、ジェンダー関係の存在を指摘 している。人的資本論 は、男
性中心であり、 ジェンダーを無視 し、性別役割分業を正当化 してきたとして、 しばしば批判さ
れる。Blackmoreは 、 この論文で、ジェンダー関係が、教育 と経済の機能的な結びつ きを支え
ているという考えを主張 していると言えよう。
Karabel&Halsey(1977)の 問題意識が、階層などに基づ く不平等の問題であるとす るな ら
ば、 このパー トで取 り上げられている論文の多 くの問題意識は、1970年 代以降の経済危機への
対応であるという印象を受ける。これらの論文のテーマは、経済的な危機のなかで、教育への
関心が高まったことを反映しているのであろう。国家がグローバル経済への移行に伴 う経済的
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